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要旨：現在，国産広葉樹材の多くは製紙用チップやバイオマス燃料として利用されている。その一方で，本来の利

用目的の中心である家具や内装材などの原材料としての国産広葉樹材の供給は，欧米からの乾燥原板の輸入等によっ

て減少してきていた。この輸入材は，2010 年代からの世界的な流通変化や円安による価格上昇等により入手が難し

くなってきている。ここでは，国内における広葉樹原料確保のために利用を進めている早生広葉樹や従来から家具内

装材の原料として需要がある樹種を対象に木材乾燥スケジュ－ル簡易決定法試験を行い，人工乾燥温度特性を従来の

デ－タと比較検討し，現在の原木利用の可能性を検討した。その結果，従来に比べて統計的な差はなかったが，乾燥

初期温度に低い傾向が現れた。これは，従来よりも丸太径が小さくなり，乾燥により欠点が発生しやすい未成熟材等

の材質的な影響があると思われた。したがって，樹種によってはすでに確立されている人工乾燥スケジュールは，原

木の材質的な変化を考慮して，改良を必要とすると考えられた。
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Ⅰ はじめに

現在，国産広葉樹材は，主に製紙用チップやバイオマ

ス燃料として利用されている。その一方で，本来の利用

目的の中心である家具や内装材などの原材料としての国

産広葉樹材の供給は，欧米からの乾燥原板の輸入等によ

って減少してきていた。

近年，建築部材や家具等として活用できる広葉樹原料

確保のため，成長速度や強度に比較的優れた樹種とし

て，センダン，ハンノキ，ユリノキ，チャンチン，チャ

ンチンモドキといった早生樹種に対する注目が集まって

いる(3)。

ここでは，それらの早生樹や従来から家具内装材の原

料として需要がある樹種を対象に人工乾燥の可能性を木

材乾燥スケジュ－ル簡易決定法試験で検証した。

Ⅱ 方法

１．樹種 試験材は森林総研本所内および岐阜県，

熊本県，静岡県から入手したドロノキ，マカンバ，ミズ

メ，ハンノキ，ブナ，ミズナラ，アベマキ，ユリノキ，

ホオノキ，サクラ，センダン，ヤチダモの 12 種類の広

葉樹である。

２．材質試験 各樹種の初期含水率，全乾密度およ

び気乾密度(寺澤(5)の計算式により算出)を木材乾燥スケ

ジュ－ル簡易決定法の試験材を用いて測定した。

３．木材乾燥スケジュ−ル簡易決定法

木材乾燥スケジュ−ル簡易決定法(以下，簡易決定法と

する)(4)は，対象となる樹種の試験材を 100～105℃に

保った無風状態の恒温器内に入れ，一定時間ごとに重量

や欠点発生の状態を観察して乾燥性を評価する方法であ

る。評価項目は，表面割れ，糸巻き状の変形，内部割
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れ，含水率 1％になるまでの乾燥時間である。試験材は

無欠点正板目材とし，その寸法は幅 100ｍｍ，厚さ 20

ｍｍ，長さ 200ｍｍである。ここでは簡易決定法を各樹

種に対して 3 個体行った。人工乾燥スケジュールの基

となる乾燥初期温度，乾燥初期乾湿球温度差，乾燥末期

温度および推定乾燥時間は各樹種の簡易決定法の評価結

果から選択した。この時，温度は低い，乾湿球温度差は

小さい方を選択した。これは，今後の実証試験におい

て，できるだけ欠点を発生させないようにするためであ

る。

４．評価方法 今回の簡易決定法の結果を従来から

の文献値(2，4))と比較して，乾燥温度等からそれらの

乾燥特性を相対評価した。

Ⅲ 結果と考察

１．密度，収縮率 各樹種の原木の胸高直径は 20～

30cm であった。試験材の平均の初期含水率,全乾密度お

よび気乾密度を表－１に示した。これらの初期含水率，

全乾密度および気乾密度は従来の一般的な文献数値

（1）の範囲であり，今回の評価値と比較するデータと

して適していると考えられた。

２．木材乾燥スケジュ−ル簡易決定法 表－１に簡易

決定法から得られた評価値および評価値から選択された

乾燥初期温度，乾燥初期温度差，乾燥末期温度および推

定乾燥時間である。同じく表－１に同樹種の従来値との

差を併記した。この結果，今回の乾燥初期温度，乾燥初

期温度差，乾燥末期温度および推定乾燥時間の値と従来

の値を比較したところ，ｔ検定でも差は認められなかっ

た。ただし，乾燥初期温度に関しては低い傾向が見られ

ているので実際の人工乾燥ではこの点に注意を必要とす

ると考えられた。乾燥温度の評価値が低くなるというこ

とは人工乾燥初期の表面割れに注意を必要とするという

ことを示している。これは同一樹種でも従来に比べて，

丸太径や年輪幅，密度，成熟材，未成熟材等の材質的な

影響を従来値に加味して人工乾燥スケジュ－ルを作製し

なければならないことを示唆していると考えられた。

Ⅳ まとめ

早生樹や従来から家具内装材の原料として需要がある

樹種を対象に人工乾燥の可能性を簡易決定法で検証し

た。樹種はドロノキ，マカンバ，ミズメ，ハンノキ，ブ

ナ，ミズナラ，アベマキ，ユリノキ，ホオノキ，サク

ラ，センダン，ヤチダモの 12 種類の広葉樹である。そ

の結果，従来の文献値による簡易決定法の数値と今回の

数値に統計的な差は認められなかった。ただし，乾燥初

期温度に関しては低い傾向が見られているので実際の人

工乾燥では乾燥初期の表面割れに注意を必要とするとい

うことを示した。したがって，現段階で公表されている

乾燥スケジュールは改良を必要とすると考えられた。
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表－１．広葉樹材の材質と木材乾燥スケジュ−ル簡易決定法人工乾燥特性


